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時空間余震活動の不均質性について

Space-time heterogeneity in aftershock activity
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大森・宇津の法則は余震域全体の活動を重ね合わせた経時的な減衰関数の公式である。本報告で
は時空間的な詳細を論じる。大森・宇津の関数に基づき一様化した変換時間を考え、これに対す
る緯度または経度座標の余震時空間分布をプロットする。余震域内の各部分領域で順調に減衰し
ている場合には変換時間に関する時空間分布は時間的に一様である。このように典型的な余震活
動もあるが少数派である。また余震域の一部の急激なすべりによる二次余震の集中は明白であ
る。この他に点配置の空隙や粗密分布が顕著な場合が見られることが少なくない。これらは余震
域中の局所的なスロースリップなどによって生じる不均質性なストレス変化の結果と考えること
ができる。そこで、すべり速度・状態依存摩擦法則による幾つかのシナリオでシミュレーション
される余震活動異常を対応づけて上記の不均質な余震活動の説明を試みることができる。それら
に則って日本および周辺部における余震活動を解析する。
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